

























































リズムの詳細はMatsushima (2007) を参照できる。 
 
3. データ 
   パラメータ最適化の基準とする地表面放射温
度データには、極軌道衛星に搭載されたセンサー









ロジェクトで取得したもの(Sugita et al. 2007)
やモンゴル国の水文気象研究所で編集されたモ
ンゴル各地の観測所のデータを用いた。本研究で
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図１ ヘンティ県ウンドルハーン市におけ
る土壌熱慣性推定値(赤)と表層土壌水分量
測定値(青)の比較。薄紫は日降水量で緑はキ
ャノピー層の蒸発効率を示す。 
図２ AMSR-E 土壌水分推定量と熱収支モデルに
よる土壌熱慣性推定値の比較。2003 年 8月の前半
(緑)と後半(黒)に分けて示した。マークは両者の
差の平均値で誤差棒は差の標準偏差を示す。 
図３ 図２と同様。ただし、空間分解能 6km(橙)
と 12km(黒)の場合の比較。 
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